
歐
陽

詢
「九
成
宮
醴
泉
銘
」
の
書
法

「
九
成
宮
醴
泉
銘
」
に
み
る
楷
書

の
字
体

の
特
色

に

つ
い
て

吉
沢

義
和

は
じ
め
に

書
を
学
ぼ
う
と
す
る
と
き
、
こ
と
に
初
学
者
は
ま
ず
楷
書
か

ら

入
る
ケ
ー

ス
が
多

い
。
(
こ
こ
で
い
う
楷
書
と
は
、
狭
義
の
古

碑
帖
に
見
ら
れ
る
楷
書
を
意
味
す
る
。
楷
書
よ
り
後
に
完
成
を

み
た
活
字
体
と
区
別
す
る
た
め
で
あ
る
。
)

そ
の
際
、
誰
も
が
経
験
し
た
で
あ
ろ
う
、
碑
や
法
帖
の
字
体

が
日
頃
見
慣
れ
た
活
字
体
と
は
点
画
の
構
成

が
異
な
る
場
合
が

あ
る
こ
と
に
よ
る
と
ま
ど
い
で
あ
る
。
例
え
ば
、
九
成
宮
醴
泉

銘
を
臨
書
し
よ
う

と
す
る
場
合
、
冒
頭
の

「
宮
」
字
は
第
七
画

の
短

い
左
払

い
を
表
現
し
て
い
な
い
が
、

こ
れ
で
よ

い
の
で
あ

ろ
う
か
、
と
い
う
よ
う
な

こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
疑
問
は

釈
文
の
活
字
体
と
対
比
し
な
が
ら
臨
書
し
て

い
く
と
、
数
限
り
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な
く
た
く
さ
ん
の
事
例
を
み
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
、
楷
書
を
学
ぶ
に
は
、
楷
書

の
字
体
の
特
色
に
つ
い
て
の

知
識
を
備
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
そ
う
で
な
い
と
、

た
だ
…機
械
的
に
点
画
を
追
う

こ
と
と
な
り
、
欠
け
た
部
分
や
文

字
を
正
し
く
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
古
来
、
楷
書
の
極
則
と
い
わ
れ
て
い
る

「
九
成
宮

醴
泉
銘
」
に
楷
書

の
字
体
の
特
色
を
求
め
て
み
よ
う
と
い
う
わ

け
で
、
九
成
宮
醴
泉
銘
の
文
字
を
部
首
別
に
整
理
し
、
楷
書

の

字
体

の
特
色
を
考
察
し
た
。

な
お
、
後
述
中
、
例
え
ば
、
檢
%
ほ
、
『九
成
宮
醴
泉
銘
最
舊
拓
本
』

(清
雅
堂
)
の
第
五
頁

の
第
二
行
を
示
す
。

楷
書
の
成
立

こ
ぶ
ん

麁

絵

文

字

、

符

号

か
ら

生

ま

れ

た
漢

字

は

、

殷

周

時

代

の
古

文

(
甲

骨

文

・
金

文

)
を

経

て

、

や

が

て

篆

・
隷

・
草

・
行

・
楷

と

い
う

順

で

五

種

の
書

体

を

み

る

に
至

る
。

と

い
う

わ

け

で
、

楷

書

は
、

最
も

遅

く

成

立

し

た
書

体

で
あ

る
。

「楷

」

と

は

、

「
の

り

(範

)
、

法

式

」

の
意

味

を

も

っ
て

い
る

。

従

っ
て
、

楷

書

と

は

、

そ

の
時

代

の
範

と

な

る

べ

き

正

式

の
書

体

を

意

味

す

る
。

き
ん
れ
い

現
在
の
楷
書
が
使
わ
れ
出
し
た
頃
は
今
隷
と
か
楷
隷
を
称
し
て

は
つ
ぶ
ん

お
り
、
入
分

(隷
書
)
を
楷
書
と
呼
ん
で

い
た
よ
う

で
あ
る
。

ち
よ

う
か
い
か
ん

し
よ
だ
ん

唐
の
張

懐
灌
の
撰
に
よ
る

『書
断
』
(古
来

の
書
体
及
び
能
書
人

を
記
し
た
も
の
)
に
は

「入
分
本
謂
之
楷
書
」
と
あ
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
楷
書
は
隷
書
か
ら
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

こ
く
ろ
う

ひ

う

か
が
え
る
。
「谷
朗
碑
」
(呉
の
鳳
凰
元
年
、
的
二
七
二
)
で

は
た
く

は
、
横
画
の
波
磔

(横
画
の
収
筆
を
右
に
大
き
く
は
ね
あ
げ
る

ふ

き
ゆ
う

ひ

よ
う
に
抜
い
て
い
る
筆
法
)
が
見
ら
れ
ず
、
「
郛
休

碑
」
(西
晋

ぞ
う
ほ
う

の
泰
始
六
年
、
趙
二
七
〇
)
で
は
、
横
画

の
起
筆
が
蔵
鋒
で
は

な
く
、
露
鋒

で
楷
書
ら
し

い
筆
使
い
を
み
せ
て
い
る
。
ま
た
、

泰
始
五
年

(佃
二
六
九
)
紀
年
の
あ
る
木
簡

、
「諸
仏
要
集
経
」

(
元
康
六
年
写
、
佃
二
九
六
)
を
み
る
と
、

文
字
の
結
構
も
縦

長
に
な
り
、
隷
書

の
書
風
か
ら
抜
け
出
て

い
る
と
み
ら
れ
る
。

が
つ

き

う
ん

四
世
紀
中
葉
に
な
る
と
書
聖
王
羲
之
の

「
楽
毅
論
」
「黄
庭
経
」

な
ど
が
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
王
羲
之

の
真
蹟
は
殆
ん
ど

存
在
し
な
い
た
め
に
、
王
羲
之
の
書
は
信
憑
性
に
乏
し

い
と
言

わ
れ
る
が
、
現
在

の
通
説
か
ら
し
て
王
羲
之

は
ば
ず
す

こ
と
は

で
き
ま

い
。

五
世
紀
末
頃
に
な
る
と
、
楷
書
に
よ
る
刻
石
や
墨
蹟
が
多
く

見
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。
そ
し
て
、
六
世
紀
初
頭
、
北
魏
王
輒

に
よ
る
碑
や
墓
誌
等
の
楷
書
が
登
場
す
る
。

こ
れ
を
北
魏
体
、
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魏
体
、
六
朝
体
な
ど
と
呼

ぶ
。

そ
の
後
、
次
第
に
洗
練
さ
れ
、
隋
が
南
北
を
統

一
し
、
唐
が

天
下
を
安
定
さ
せ
た
時
に
現
れ
た
歐
陽
詢
、
虞
世
南
は
伝
統
的

な
書
法
の
基
盤
の
上
に
、
美
し

い
情
趣
を
理
知
的
な
結
構
法
に

盛

っ
て
楷
書

の
典
型
を
確
立
す

る
。
隋
唐
様
式
は
主
に
こ
の
二

人
の
功
績
に
よ

っ
て
確
立
し
た
が
、
書
法
、
書
風
だ
け
で
な
く

文
字

の
結
体
も
お
さ
ま
り
、
以
後
、
楷
書

の
標
準
と
見
な
さ
れ

て
今
日
に
及
ぶ
の
で
あ
る
。

歐
陽
詢
、
虞
世
南

の
あ
と
に
は
、
初
唐

の
楮
遂
良
、
中
唐

の

顔
真
卿
も
個
性
的
で
優
れ
た
楷
書
を
残
し
て
い
る
。

発
生
以
降
、
お
よ
そ
千
七
百
年
に
も
及
ぶ
長
い
歴
史
を
有
す

る
楷
書
は
、
伝
え
ら
れ
る
書
蹟
を
書
法

・
書
風
の
様
式
の
面
か

ら
み
る
と
、
魏
晋
様
式
、
北
魏
様
式
、
隋
唐
様
式
、
顔
真
卿
様

式
の
四

つ
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

九
成
宮
醴
泉
銘

唐
の
貞
観
六
年

(佃
六
三
二
)、
歐
陽
詢
七
十
六
歳
の
書
。
魏

徴
の
撰
。
整
本
を
見
る
と
、
碑
文
は
全
二
四
行
、
毎
行
四
九
字
、

=

○
八
文
字

(
一
説
に
は

一
一
〇
九
文
字
)
で
、
碑
石
上
部

に
篆
額
陽
文
で

「九
成
宮
醴
泉
銘
」
の
六
字
が
二
行
に
井
格
で

囲
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
歐
陽
詢
の
珍
し

い
篆
書
例
で
あ
ろ
う

か
。

一
字

の
大
き
さ
は
、
縦
は
約
二
～
三

㎝
、
横
は

「日
、
王
」

な
ど
の
約

一
、
二

㎝
～

「歡
」

の
約
三
、
三

㎝
と
巾
が
あ
る
。

文
字

の
姿
は
、
総
じ
て
縦
長
な
字
形
が
多
く

、
そ
の
整
斉
さ
は

見
事
と

い
う
ほ
か
な

い
。
ま
た
、
用
筆

・
結
体
に
狂

い
が
な
く
、

点
画
は
引
き
締
ま

っ
て
い
る
。
翁
方
綱

(清

・
雍
正
二
～
嘉
慶

二
三
)
は

「
こ
れ
を
要
す
る
に
、
そ

の
結
体
を
合
わ
せ
、
そ
の

章
法
を
権
れ
ば
、
こ
れ
率
更

(歐
陽
詢
の
こ
と
)
が
平
生
特
に

匠
意
を
出
せ
る
の
搆

、
千
門
万
戸
、
規
矩
方

円
の
至
れ
る
も
の

な
り
、
乃
ち
諸
家
を
範
囲
し
、
百
代
を
程
式

せ
る
所
以
な
り
」

と
評
し
て
い
る
。

数
あ
る
歐
陽
詢
の
碑
石
の
中
で
も
、
こ
の
九
成
宮
醴
泉
銘
だ

け
が
勅
命
に
よ
る
揮
毫

(勅
書
)
で
あ
る
。
故
に
、
気
持
ち
を

お
さ
え
、
力
を
込
め
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
心

の
躍
動
感
を
極

力
お
さ
え
た
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
同
じ
歐
陽
詢
の

「化
度

寺
塔
銘
」
(唐
の
貞
観
五
年
、
佃
六
三

一
の
刻
)
ど
な
ら
ん
で
歐

陽
詢
の
二
代
表
作
だ
け
で
な
く
、
古
来
楷
法

の
極
則
と
し
て
早

く
か
ら
喧
伝
さ
れ
た
が
た
め
、
実
に
多
く
の
人
が
旧
趾
を
訪
れ
、

拓
本
を
と
り
続
け
た
。
碑
石
は
長

い
年
月
の
間
の
風
化
侵
蝕
、

椎
拓
の
過
多
に
よ
り
損
壊
が
あ
ま
り
に
も
ひ
ど
く
な
っ
た
。
の
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ち
に
は

一
部
、
研
磨
、
加
刻
が
施
さ
れ
る
ほ
ど
で
、
は
た
し
て

原
石
の
姿
を
ど
こ
ま
で
止
め
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
多
く
の

翻
刻
本
が
出
て
い
る
が
、
今
日
で
は

「李
祺
旧
蔵
本
」
と

「端

方

旧
蔵
本
」

の
二
本
が
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
を
み
せ
て
お
り
、
問

題
を
か
か
え
な
が
ら
も
書
学
者

の
好
手
本
と
な

っ
て
い
る
。

原
石
は
、
現
在
で
も
陝
西
省
麟
遊
県
九
成
宮
村
の
天
台
山
東

麓

の
碑
亭
に
納
ま

っ
て
い
る
。

「
九
成
宮
」
の
意
味

九
成
宮
と
は
唐
代
王
室
の
離
宮
の
こ
と
で
、
前
述
の
と
お
り
、

今

の
陝
西
省
麟
遊
県
の
奥
深
い
山
中
に
あ

っ
た
。
も
と
は
隋
の

文
帝

(楊
堅
)
が
楊
素
に
命
じ
て
造
営
さ
せ
た
と
い
う
仁
壽
宮

の
こ
と
で
あ
る
。
造
営
に
あ
た

っ
て
は
、
地
理
的
条
件
に
恵
ま

れ

て
い
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
難
工
事

で
あ

っ
た
が
、
皇
帝
の
財

力

と
権
力
の
も
と
に
、
開
皇
十
三
年

(佃
五
九
三
)
か
ら
二
年

の
歳
月
を
費
や
し
て
築
か
れ
た
大
宮
殿
で
あ

っ
た
。

貞
観
五
年

(佃
六
三

一
)
唐
の
太
宗

(李
世
民
)
は
こ
れ
を

修
復
し
、
九
成
宮
と
改
め
、
離
宮
と
し
た
。

つ
づ
く
高
宗

(李

ば
ん
ね
ん
き
ゅ
う

治

)
は
永
徽
二
年

(佃
六
五

一
)
こ
れ
を
萬
年

宮
と
改
め
、
「萬

年
宮
銘
」
を
建
碑
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
年
に
大
雨
に
よ

る
洪
水
に
み
ま
わ
れ
、
多
く
の
犠
牲
者
を
出

し
た
こ
と
か
ら
、

や
が
て
乾
封
二
年

(
佃
六
六
七
)
に
は
再
び
九
成
宮
に
も
ど
さ

れ
た
。

九
成
宮
醗
泉
銘
建
碑
の
謂
れ

こ
の
よ
う
に
、
九
成
宮
の
あ

っ
た
と
こ
ろ
は
山
の
中
で
地
理

的
条
件
が
悪
く
、
特
に
水
源
に
乏
し
か

っ
た
。
貞
観
六
年

(佃

六
三
二
)
太
宗
が
避
暑
に
出
向

い
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
太
宗

が
皇
后
を
伴

い
庭
内
を
散
策
し
て
い
る
と
、
偶
然
に
も
西
方

の

一
隅
に
潤

い
の
あ
る
と
こ
ろ
に
気
付
き
、
杖

で
つ
つ
い
て
み
る

と
水
が
滾
々
と
湧
き
出
て
き
た
。

こ
れ
は
唐
王
朝

の
徳
を
称
え

る

一
大
祥
瑞
で
あ
る
と
判
断
し
、
こ
の
慶
事
を
記
念
し
て
、
帝

は
碑

の
建
立
を
命
じ
た
。

銘
文
は
勅
を
奉
じ
て
魏
徴
が
撰
し
、
こ
れ
を
歐
陽
詢
が
書
丹

し
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

魏
徴

〈
大
成
二

(佃
五
八
○
)
～
貞
観
十
七

(佃
六
四
三
)〉

河
北
魏
州
曲
城

の
人
。
字
は
元
成
ま
た
玄
成
と
い
う
。
少
に

し
て
読
書
を
好
み
、
文
章
に
長
け
、
ま
た
詩
を
よ
く
し
詩
人
と

し
て
名
を
成
し
た
が
、
書
を
も
よ
く
し
、
鑑
別
に
長
じ
た
。

唐
の
高
祖
、
太
宗

の
二
朝
に
仕
え
、
と
り
わ
け
太
宗

の

「貞
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観

の
治
L

の
際

の
功
臣
と
し
て
名
を
残
す
。
大
唐

一
代
の
良
宰

お
く
り
な

賢
相

と
し
て
知
ら
れ
る
。
六
十
四
歳
で
歿
し
、
文
貞
と
諡
さ

れ
た
。
太
宗
は
大
い
に
歎
じ
て

「銅
を
も

っ
て
鑑
と
な
す
、
衣

冠
を
正
す

べ
し
。
古
を
も

っ
て
鑑
と
な
す
、
興
替
を
知
る
べ
し
。

人
を
も

っ
て
鑑
と
な
す
、
得
失
を
知
る
べ
し
。
徴
歿
す
、
わ
れ

]
鑑
を
亡
う
。
」
と
。
太
宗
に
い
か
に
良
く
仕
え
て
い
た
か
が
う

か
が
え
る
表
現
で
あ
る
。

九
成
宮

の
銘
文
は
五
十
三
歳
の
撰
で
あ
る
。
九
成
宮

の
す
ぐ

れ
た
有
様
を
四
六
駢
儷
体
を
基
調
と
し
て
表
現
し
た
も
の
で
、
.

更

に
太
宗

の
高
徳
、
質
素
倹
約
の
さ
ま
を
褒
め
た
た
え
、
醴
泉

の
湧
き
出
た
こ
と
は
明
君
の
善
政
が
も
た
ら
す
天
下
泰
平
の
瑞

祥

で
あ
る
と
述
べ
、
太
宗

の
徳
治
を
賀
す

と
と
も
に
勧
戒
の
言

葉

で
結
ん
で
い
る
。

歐
陽
詢

〈永
定
元

(佃
五
五
七
)
～
貞
観
十
五

(佃
六
四

一
)〉

陳
、
隋
か
ら
唐
の
初
期
に
か
け
て
の
官
吏
、
能
書
家
で
、・
虞

世
南
よ
り

一
つ
年
長
で
あ
る
。

そ
の
事
蹟
を
新

・
旧
唐
書

に
依
る
と
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

て

い
る
。

「歐
陽
詢

(
的
五
五
七
～
佃
六
四

一
)
字
は
信
本
、
潭
州
臨
湘

こ
つ

の
入
。
父
歐
陽
絶
は
、
陳
の
広
州
剌
史

(行
政
監
察
官
)
で
あ
っ

た
が
、
あ
る
事
件
に
坐
し
て
誅
さ
れ
た
。
詢
は
、
生
来
、
矮
軅

醜
貌
で
あ

っ
た
が
、
た
い
へ
ん
聡
明
で
、
読
書
す
る
に
い
つ
も

数
行
を

一
度

に
読
み
下
し
た
。
そ
し
て
博
く
学
問
を
極
め
、
隋

に
仕
え
て
太
常
博
士

(儀
礼
を
司
ど
る
官
)
と
な

っ
た
。
高
祖

が
即
位
す
る
と
詢
は
給
事
中

(皇
帝
の
側
近
官
)
に
の
ぼ
り
、

は
い
き
よ

裴
矩
ら
と
と
も
に
、
「藝
文
類
聚
」

一
百
巻
を
修
撰
し
た
。
詢
は

は
じ
め
王
羲
之
の
書
を
学
ん
だ
が
、
の
ち
次
第
に
書
風
が
変
わ

り
、
筆
力
の
強
さ
は
当
時
比
肩
す
る
も
の
が
な
か
っ
た
。
人

々

せ
き
と
く

は
そ
の
尺
牘
な
ど
を
手
に
入
れ
る
と
、
皆
、
手
本
に
し
た
と
い

う
。
高
麗
か
ら
も
千
里
の
道
を
遠
し
と
せ
ず
、
そ
の
書
を
重
ん

じ
て
使
者
を
遣
わ
し
て
そ
の
筆
跡
を
求
め
て
き
た
ほ
ど
で
あ

っ

た
。

さ
く
せ
い

あ
る
日
か
れ
は
、
路
傍
に
晋
代
の
名
能
書
家
索
靖
の
書
碑
を

見
て
、
数
歩
行
き
過
ぎ
た
が
、
ま
た
戻
り
、
そ

の
傍
に
三
日
泊

ま
り
、
よ
う
や
く
帰

っ
た
、
と
。
(
こ
の
こ
と
は
、
歐
陽
詢
の
書

の
源
流
を
探
る
資
料

の

一
つ
と
し
て
重
視
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
)L

貞
観
年
間
の
初
め
、
太
子
率
更
令

(皇
太
子

の
お
も
り
役
)

に
任
ぜ
ら
れ
た
。

こ
こ
で
詢
の
こ
と
を

「率
更
」
と
呼
ぶ
の
で
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あ
る
。
太
宗
は
弘
文
館
を
設
け
、
学
生
を
選
ん
で
書
法
を
研
究

さ
せ
る
こ
と
に
し
た
が
、
詢
は
虞
世
南
と
と
も
に
第

一
流

の
能

書
家
と
し
て
、
そ
の
学
士

(教
官
)
も
兼
ね
、
後
進
の
指
導
に

あ
た

っ
た
。

の
ち
渤
海
男
の
爵
位
を
与
え
ら
れ
、
貞
観
十
五
年
、

入
十
五
歳
で
歿
し
た
。

〈
通

例

と
考

え

ら

れ

る

字

体

〉

(
一
)

ほ

ぼ
活

字

体

に

近

い
字

体

僉

ー

僉

、
檢

%

、

儉

竇

、

驗

彎

、

靈

%

亢

ー

冗

、

抗

%

、
行

書

に

多

く

み

ら

れ

る
。

ヨ
ー

ヨ
、

崢
%

、

凄

%

、

事

%

余

ー

余

、

徐

%

、
塗

%

回

ー

凹
、

廻
男

、

圖

%

間

ー

間

、
澗

%

、

む

し

ろ

こ
れ

が

正
字

。

匕

ー

ヒ

、
北

%

、

昆

%

戸

ー

一尸
、
一尸
髫

孝

ー

干
、

肅

%

、
楷

、

行

、

草

と

も

に
出

な

い
。

厂

ー

厂

、

疾

%

、

俯

%

、

循

%

、

痼

%

酋
ー

酋

、

猶

%

、

醴

%

肖

ー

歯

、
弊

男

ロ
ー

ム
、

損

%

、

遠

%

、

曩
男

、

國

%

、

寰

%

、

悦
%

土
ー

北

、
昔

%

、

膳

%

、
惜

兜

、

華

努

攵

ー

支

、

至

%

、
支

と

な

る
場

合

も
。

歩

ー

歩

、

歩

%

又
i

攵

、

度

窮

、
度

の
場

合

、

又
を

攵

に

作

る

の
が

通

例

。

自

ー

自

、
鵬

賀

、

鳳
%

、

屯

ー

屯

、

純

努

彑

i

三

、

録
努

古

ー

甘

、
高

劣

、

亨

劣

、
停

努

、

淳

彎

旧

ー

囚
、

禍

暫

、

図

と

も

。

團

ー

岡

、

亂

%

匕

ー

か
、

旨

努

兼

ー

蕪

、

兼

契

、

謙

%

(
二

)
活

字

体

の
姿

か

ら

か

な

り

離

れ

て

い
る

字

体

几
又
ー

口攵
、

隻

、

殿

%

、

毀

努

、
殺

竇

、

鑿

髪

、

聲

髪

、

般

%

夸

ー

李

、

跨

Z

分

ー

分

、

分

Z

、
粉

%
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召

ー

ク

、

ソ

、

遭

%

、

照

%

、

沼
%

段

ー

駸

、

覆

、

霞

%

、

瑕

…%
、

遐
　%

旨

ー

去

、

能

%

叔

ー
廾

、

計

、

淑

%

声

ー

愚

、

戸

、
慮

%

、

虧

%

、

獻

%

、

氏

⊥

匹
、

胝

%

因

ー

国

、

国

、

回

、

国

な

ど

、

因

%

、
恩

%

業
ー

業

、

業

、

樸
%

茸
ー

揖

、

葺

%

尼

ー

圧

、

泥

%

方

ー

オ

、

於

劣

、
遊

%

繍
ー

喘
、

覺

%

、

學

男

、

参

考

、

與

%

廿
1
⊥

、

謹

%

、

漢

%

、

勤

%

今

ー

今

、
'
今

署

、

含

%

、

念

%

耳

ー

身

職

努

耽

、
聘

も

幸

ー

圭

、

贄
例

幾

ー

幾

、

幾
劣

、

機

%

枕

ー

些

、
筆

髪

、
櫛

%

、

符

%

疑

ー

疑

、

凝
暫

去

ー

去

、
撤

劣

(
三

)

点

や

画

の
省

略

の
あ

る
字

体

1
宮

%

、

營

男

、

「
呂

」

の
中

の
左

抜

い

の
省

略

。

2
魏

%

、
卑

劣

、

「
由

」

の
左

抜

い
の
省

略
。

尚

、
魏

で
は

「鬼

」

の

「
ム
」

が
点

に

な

っ
て

い
る
。

3
徴

髫

、

澂

努

、

「
塁

」

の
中

の
横

画

の
省

略
。

4
壑

%

、

谷

の
左

抜

い
、

右

抜

い

の

二

画

の
省

略

。

き

へ
ん

5
極

%

、

「
木

」

の
第

四

画

の
点

の
省

略
。

6

足

%

、

起
斃

、

越

賀

、

從
%

、

趁

賀

、
徒

%

、
足

や

「
走

」

の
下

部

「
止
」

は
図

の

よ
う

に
作

る

の

が
多

い
。

7
徼

髫

、

激
%

、

「
男

」

の
中

の

点

の
省

略

。

8
身

%

、

謝

%

、

窮

%

、

「
身

」

の
第

三

画

の
横

画

の
省

略

。

9

離

%

、

「
寓

」

の

「
ム
」

の
点

の
省

略
。

10
産

男

、

蘿

努

、

「
生

」

の
左

抜

い
の
省

略

。

11

砌
竇

、

「
七

」

の
右

上

へ
の
抜

い
の
省

略
。

12
揚

%

、

蕩

%

、

錫

竇

、

慯

%

、

陽

%

、

「
易

」

の
第

四

画

の

省

略
。

13
絶

%

、

「
色

」

の
中

の

画

の
省

略

。

14
懐

%

、

「
衣

」

の
第

一
画

の
省

略
。

15
徳

%

、

旁

の
中

の
横

画

の
省

略

。

一166

(37)



　 　　　 りし　　　　　ヨの　　

16

随

努

、

17

流

%

、

18

皎

%

、

「
青

」

の

「
工

」

の
省

略

。

旁

の
第

一
画

の
省

略

。

「
白

」

の
第

一
画

の
省

略

。

(
四

)

活

字

体

と

は

違

う

が

通

例

と

な

っ
て

い
る

字

体

經
　%

、

逮

髪

、

儀
努

、

堯

%

、

甚

%

、

垂

劣

、

躅

謝

陰

斃

、

微

…%

、

湛
%

、

卿

髪

、

取
彎

、

策

%

、

一

ー

勒

努

、

舜

%

、

濳

%

、

類

%

、
赫

%

、

黄

%

、

滿

%

、

(
五

)

漢

隷

以
来

、

図

の

よ
う

に
作

る

の

が

通

例

と

な

っ

て

い

る

字

体

鹿

%

(
麗

%

)
、

巖

髫

、

闕
%

、

建

%

(
辷

に
も

作

る

)
、
參

%

、
臨

%

、
四

%

、
兆

贅

、
皆

劣

(階

劣

)
、
縣

劣

、
屡

%

、
肯

%

、

舊

%

、

壁

%

、
往

賀

、

訓

戮

、

此

%

(
紫

%

)
、

朔

彎

、

亥
%

、

歴
%

、

覧

%

、

西
傷

へ

厥
%

、

導

%

(
草

、

行

に

も



吉 沢 義 和

用
例

多

い

)
、

雙

劣

、

寶

%

、

宜

%

、

庭

覧

、

壽

%

、

師

%

、
ケ
イ

沈

%

、

所

男

、

美

%

、

契

%

、

介

%

、

明
%

(
扁

は

も

と

固

(
ま

ど

)

に
作

る

)
、
五

%

、
鳥

%

、

茲

%

、

吉

努

(
吉

の
俗

字

)
、

勅

%

(
六

)

篆

書

の
字

形

を
遺

し

た

と

考

え

ら

れ

る

字

体

19

蓋
%

、

20
墜

%

(
部

首

は

「
土

」
)
、

21

男
%

(
七

)

活

字

体

に

加

筆

さ

れ

た

字

体

22

監
%

、

と

の
部

分

に

横

画

を

加

え

た
。

(
檻

竇

)

23
鉅

%

巨

の

下

部

に

点

を

加

え

た

。

(
拒

%

、

渠
%

、

矩

%

)

24

譯

%

、

羊
に

横

画

を

加

え

て

羊

に
し

た
。

(
澤
努

)

25
土

%

、

最
後

に
点

を
加

え

た
。

(
漢
隷

の
士

と
区

別
す

る

た
め
。
)

(
氏

努

)

26

京

%

、

横

画

を

加

え

た
。

(
景

%

、

涼

%

)

27

辟

%

横

画

を

加

え

た
。

(
避

%

、

璧

%

、

闢
%

)

28

選

%

、
房

の
頭

に
左

抜

い
を

加

え

た
。

蟹
中

　

 

(八
)
点
画
を
省
略
す
る
こ
と
に
よ
り
、
字
形
を
変
え
た
例

30
襲
%

琶

の
中
の
中

の
三

つ
の
画
を
省
略
し
、
衣
を
中
に
入

れ
た
。
な
か
な
か
に
妙
で
あ
る
。
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(
九

)

31

交
%

、

32
憂

%

33

後

34

佳
ll/

 

35

遠
%

36
列

%

37
引

彎

38
養

努

39

元

桝

40
安

%

41
知

%

42
祉
努

点
画

の
連
続
が
行
わ
れ
た
例

第
四
画
と
第
五
画
の
連
続
。
(效
%
)

心
の
第
四
画
の
点
と
夂
の
第

一
画
の
左
抜
い
の
連
続
。

(慶
%
)

幺

の
点
と
久
の
第

一
画
左
抜
い
の
連
続
。

圭
が
草
書
の
運
筆
に
従

い
、
横
、
縦
、
横
、
横
、
横

に
作
る
。

口
を

ム
に
省
略
し
た
そ
の
ム
の
点
と
下
の
衣
の
第

一

画
左
抜

い
の
連
続
。
(
こ
の
字
形
多
し
。
)

旁

の
第
二
画
と
第
三
回
の
連
続
。

弓
の
第
二
画
と
第
三
画

の
連
続
。
(窮
%
)

圭
の
縦
画
と
食

の
第

一
画
左
抜
い
の
連
続
。

第
二
画
と
第
三
画
の
連
続
。
(冠
%
)

第

一
画
と
第
四
画
の
連
続
。
冖
が
先
と
な
る
。
(案
%
)

第

一
画
と
第
二
画
の
連
続
。
(矩
%
、
智
%
)
こ
の
運

筆
は

(無
%
、
邇
%
)
な
ど
。

第
二
画
と
第
四
画
の
連
続
。
示
は
殆
ん
ど
こ
の
運
筆

に
な
る
。

〈
そ

の
他

の
字

体

〉

(
一
)

同

じ

字

で

違

っ
た

結

構

の
あ

る

例

43

四

、
%

と
%

。

44

下

、

%

と
%

。

45
無

、
%

と

%

。

46
功

、
%

と

%

。

47

遠

、

男

と
%

。

48
丹

、

劣

と
%

。

い
と
へ
ん

49

糸

、
署

と

%

。

50
鑒

(
鑑

に
同

じ

)
、
%

と

%

。
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51

聖

、

%

と

努

。

54

其

、

%

と

努

。

57

懐

、

署

と

%

。

52

上

、

%

と

%

。

55

出

、

%

と

髪

。

58

不

、

%

と

%

。

53

乃

、

戮

と
%

。

56

以

、

%

と
%

。

59
斯

、

兜

と
%

162一
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(
二

)

略

字

と
考

え

ら

れ

る
字

体

60
%

の
來

。

61
町

の
毎

。

62
%

の
塀
。

63
賀

の
既

、
(
%

の
曁

)。

64
%

の

爲

、

(契

の
禰

)。

65
弥

の
者

。

66
%

の
將

。
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(
三

)
俗

字

と

考

え

ら

れ

る
字

体

67
%

の
欝

の
図
。

68
%

の
胼

の
図

。

69
%

の
郡

の
図

、

(
正

字

は

君
羊
)
。

70
%

の
閉

の
図

、

こ

の

ほ

か

卞

、
午

に
も

作

る

。

71
%

の
映

の

図
。

72
%

の
戒

の
図
。

(
四

)
譌

字

と

考

え

ら

れ

る

字

体

。

73

%

の
本

の
図
。

こ

の

図

は

別

字

と
し

て

あ

る

。

(五
)
異
例
と
考
え
ら
れ
る
字
体

き
へ
ん

て
へ
ん

74

%

の
檢

の
図

、

木

を

手

に
作

る
。

た

だ

し

、
他

に

用
例

あ

り

。

(
%

の
校

の
図

)

75

%

の

勝

の
図

、

旁

を

草
書

風

に
作

る
。

い
ん
に
よ
う

76
%
の
邇
の
図
、
旁
は
楷
書
の
通
例
だ
が
、
偏
を

廴
に
作
る
の

は
珍
し
い
。

77
%
の
壯
の
図
、
旁
は
楷
書
の
通
だ
が
、
偏

の
士
を
土
に
作

っ

て
い
る
。

78
%

の
既
の
図
、
艮
の
点
を
忘
れ
た
も

の
か
。

79
%

の
房
の
図
、
用
例
が
少
な

い
。
漢
隷
に
依
る
字
形
と
考
え

る
べ
き
か
。

80
%

の
乾
の
図
、
偏

の
中
央
部
の
日
の
中

の
縦
画
は
誤
り
で
あ

る
。
臨
書
の
際
は
不
要
。

81
男

の
雜
の
図
、
偏
は
茉
や
柔
に
作
る
用
例

は
あ
る
が
、
図
の
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用
例

は

珍

し

い
。

結

び

古
来
、
楷
書

の
極
則
と
言
わ
れ
て
い
る

「九
成
宮
醴
泉
銘
」

に
み
ら
れ
る
楷
書
の
字
体

の
特
徴
を
い
ろ

い
ろ
な
角
度
か
ら
考

察
し
て
み
た
。

こ
の
た
び
は
、
基
礎
的
、
基
本
的
な
と
ら
え
方

を
し
て
み
た
。
な
る
ほ
ど
、
秀
麗
、
整
斉
な
点
画
と
結
体
は
楷

書

の
極
則
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
痛
感
し
た
。
書
学
者
に
と

っ

て
第

一
の
関
門
で
あ
る
と
考
え
る
。

で
き
る
だ
け
客
観
的
に
考
察
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
「九
成
宮

醴
泉
銘
L
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
た
と

い
う

と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
は

「
九
成
宮
醴
泉
銘
」

の
真
髄
に
と
ど
く
よ
う
研
究

を
進
め
て
み
た
い
。
そ
れ
に
は
、
い
か
に
し

た
ら
最
高
の
拓
本

を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
こ
れ
か
ら
追

い
求
め
て
み
た

い

。参
考
文
献

1

廣
瀬
保
雄

一
九
九
〇

原
寸
大
精
印

九
成
宮
醴
泉
銘

最
舊
拓
本

清
雅
堂

2

鈴
木
春
視

一
九
三
八

新
講
書
道
史

東
洋
圖
書
株
式

會
社

3

下
中
邦
彦

一
九
六
六

書
道
全
集

7

平
凡
社

4

藤
原
楚
水

一
九
七
四

図
解
書
道
史

第
三
巻

省
心

書
房

5

鈴
木
翠
軒

・
伊
東
参
州

一
九
七
入

新
説
和
漢
書
道
史

東
京
淡
雅
会

6

余
雪
曼

一
九
九
二

書
道
技
法
講
座

〈楷
書
〉
九
成
宮

醴
泉
銘

二
玄
社

7

芸
術
新
聞
社

一
九
八
八

墨

第
七
二
号

8

芸
術
新
聞
社

一
九
九
二

墨

第
九
五
号

一159一

(44)



吉 沢 義 和

9

藤
原
宏

他

一
九
七
八

書
写

・
書
道
用
語
辞
典

第

一
法
規

10

中
西
慶
爾

一
九
八

一

中
国
書
道
辞
典

木
耳
社

11

諸
橋
轍
次

一
九
六
入

大
漢
和
辭
典

第

一
巻
～
第
十

二
巻
及
び
索
引

大
修
館
書
店

12

法
書
会
出
版
部

一
九
六
七

五
體
字
類

西
東
書
房

13

伏
見
冲
敬

一
九
七
四

書
道
大
字
典

角
川
書
店

14

伏
見
冲
敬

一
九
七
七

書
道
字
典

角
川
書
店

15

藤
原
鶴
来

一
九
九

一

新
書
道
字
典

二
玄
社

16

角
井
博

他

一
九
九
三

中
国
法
書
ガ
イ
ド

九
成
宮
醴
泉
銘

唐

欧
陽
詢

二
玄
社

一158

(45)


